
近年、災害の多発や避難生活の長期化による災害関連死の
増加がますます懸念されています。
災害関連死を防ぐためには、地域社会の多様な人々が連携
し、互いに支え合うことが不可欠です。
本研修では、災害時の避難生活の環境向上に貢献できる地
域の人材「避難生活支援リーダー／サポーター」としてご
活躍いただくことを目指し、演習・グループワークを中心
に、避難生活の環境改善のための実践的な知識・ノウハウ
を学びます。

この研修は、内閣府「避難生活支援・防災人材育成エコシステム」の
構築に向けたモデル研修として実施するものです。

１日目︓令和7年11月8日 (土)10:00～16:00
２日目︓令和7年11月9日 (日)10:00～16:00

星雲会館 ２階 天慶の間
〒509-2517 岐阜県下呂市萩原町萩原1166-8
※お車の方は星雲会館専用駐車場をご利用ください。

研修テキスト、昼食、飲み物、筆記用具、バインダー（クリップボード）

日 時

会 場

持ち物

研修（避難所運営演習）

プログラム

1 日目 ・多様な被災者の心情や状況の理解
・避難生活の課題と生活環境の整備

▲研修の詳細内
容については、
研修紹介動画を
御覧ください

2日目
・対人コミュニケーション
・避難所運営の担い手との連携・協働

詳細は裏面へ

主催︓内閣府 共催︓岐阜県、下呂市

２日間参加できる方のみ
受講できます



お申込方法・窓口 申込締切︓９/30(火)

下呂市役所 総務部 危機管理課
〒509-2295 岐阜県下呂市森960番地

担 当 ︓小林
T E L ︓0576-24-2222（内272）
M A I L ︓gco000001@city.gero.lg.jp
申込URL ︓https://forms.gle/4y7KDDgwDTet8rs16

申込用
QRコード

※QRコードは㈱デンソーウェーブの登録商標です

内閣府業務受託事業者 避難生活支援リーダー／サポーター研修事務局
株式会社ダイナックス都市環境研究所（担当︓津賀、小池）
TEL︓03-5402-5355 MAIL: leader-supporter@dynax-eco.com

研修に関する
お問い合わせ先

研修講師（予定）

研修当日までの事前学習があります。

申込後に、テキストを送付し、オンデマンド動画の情報をお知らせします。

研修テキスト オンデマンド動画
研修テキストの中から特に重要な点を理解してい
ただく動画を研修前にご覧いただきます。
（約 2 時間）

避難生活支援に関する基礎知識、過去の災害時
の課題や対応事例などを紹介したテキストを
お送りして、ご一読いただきます。

阪神・淡路大震災では、大学生のボランティアネットワークに所属し、被災者支援に
あたる。卒業後、特別養護老人ホームデイサービスセンターで介護職として勤務し、
レスキューストックヤードの設立と同時に事務局スタッフとなり、2009年より常務理事
を務める。避難所運営支援や災害時要配慮者への支援事業を中心に、災害ボラ
ンティア等、各種講演会・講座講師、支援プログラムの企画・運営を行っている。令
和6年能登半島地震では石川県穴水町の長期支援に関わる。社会福祉士。

レスキューストックヤード
常務理事

浦野 愛 氏

右のQRコードを読み込み、申し込み用のウェブフォームから必要事項を
入力してお申し込みください。ウェブフォームからのお申し込みが難しい
場合、下呂市危機管理課までお電話ください。
※定員に達した場合、申込受付を締め切らせていただきます。

岡山県内で災害救護、献血推進、医療事業などに従事、2024年より本社で救護
員育成体系整備に携わる。平時は赤十字救急法講師、赤十字防災セミナー指導
者、災害時には赤十字救護班要員、日赤災害医療コーディネートチーム、日本
DMAT隊員、日赤こころのケア指導者として活動。平成16年台風災害(岡山県)、
新潟中越沖地震、東日本大震災、平成28年広島土砂災害、熊本地震、平成30
年7月豪雨災害(岡山県)、令和6年能登半島地震などの災害救護活動に従事。

日本赤十字社
事業局 救護・福祉部 参事

土居 正明 氏

東京都葛飾区出身。2022年7月に特定非営利活動法人Hand Over Japan設
立。緊急支援事業、在宅生活支援事業を柱とし、令和6年能登半島地震では避
難生活の支援として、避難所・仮設住宅への支援や出張子ども食堂を企画。日本
DMAT登録隊員。JMAT隊員として、コロナ禍ではダイヤモンド・プリンセス号に乗船し
活動。現在は、被災地支援や防災教育、防災訓練の企画や運営、講演・研修講
師等を行っている。地元では、子ども食堂やフードパントリーを運営。

Hand Over Japan
代表理事

佐藤 純 氏
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